


〔研究目的〕 

気管支喘息の発症素因は,理論的には,遺伝要因に基づくところが大とされる。しかし実地

臨床の場でみる発作の発現には抗原接触のパターン,患児をとりまく社会的,家庭的環境諸

因子が多大の関与をしめし,その治癒機転にも成長,発達,薬剤の使用方式,一般的な身体鍛

練の関係が重要な鍵をなしている。 

そこで我々は気管支喘息患児の日常指導のための適切な指針を作成するためこれらの諸点

に対する具体的な問題点を発掘し,その解決策を提出しようと志した。 


